
免団迫伝分野

川本芳 (准教授),田中洋之 (助教),川本咲江 (技能補佐

負),川合静,脅藤梓 (大学院生)

<研究概要>

A)ニホンザルの集団遺伝学的研究

川本芳,川合静,脅藤梓,川本咲江
常染色体およびY染色体のマイクロサテライ トDNA

における地域変異の研究を進め,ニホンザルの成立過
程を検討している.ミトコンドリアDNAと対照的な分

化を示す分布辺縁地域の個体群の特性をボ トルネック

効果の影響との関連で分析した.東北地域で他所から

強い分化を示す下北半島の個体群を分析した結果,こ

の個体群は孤立が著しく,古い時期に生じたボ トルネ
ック効果の影響を受けているとの結論を得た.この成

果を論文公表した.

共同利用研究では,山形県,富山県,長野県,兵庫県
の地域個体群の調査を進めた.ミトコンドリアDNAの

節 1可変域の塩基配列分析を行い,従来の第2可変域を

利用したタイピングの結果と比較した.この結果,地域
特共的なハプロタイプをさらに細かく区別できること

がわかり,その地理的分布や系統地理的関係を調査す
る王ER(性が明らかになった.

B)マカカ属サルの系統関係
川本yJ:

共同利用研究の計画課題 ｢マカクの種内二種間分化お
よびその保全と利用｣の初年度にあたり国際シンポジウ

ムを兼ねた共同利用研究会 ｢マカクの進化と多様性に関

する研究の現状と課題｣を2月に開催した.マカクの進

化と多様性に関する研究の現状理解を深め,今後重要
となる研究課題を議論した.

9月に短期間ブータンを訪問し,アッサムモンキーの
分布調査を行った.インドのアルナチヤールプラデシ

ュから新種として報告されたMacacamunzalaとの形態

的および遺伝的ちがいを確認するため情報と資料を収

免した.

11月から12月にはバングラデシュでアカゲザルの遺

伝学調査を行った.東北地方と南東地方の森林地域で

試料を採集した.また,2005年度に実施した共同研究の

成米を上由のシンポジウムで発表し,論文としても公
衣した.

約4世紀まえに人為導入され,現在アメリカを中心に
広く動物実験に利用されるようになったアフリカのモ

ーリシャス島のカニクイザルの遺伝的特性と起源に関

する研究を行い,論文公表した.

C)マカカ属サルの交雑に関する遺伝学的調査

川本芳,賓藤梓

Y染色体のマイクロサテライトDNA多型を利用し,

外来種特異的なY染色体ハプロタイプを分類し,オス
による遺伝子拡散を調査する方法を開発した.

房総半島に定着したアカゲザル群の交雑進行につい

て,2006年度に収集した試料の分析結果をまとめ,論文
公表した.霊長類学会の大会で和歌山県のタイワンザ

ル交雑群に関する研究成果を発表した.晴乳類学会の

公開シンポジウムで国内の外来種問題に関する遺伝的

モニタリングの現状を紹介した.また,犬山で開催した

国際シンポジウムにおいて,日本における研究の現状
と問題点について発表した.

D)マカクザルコロニーの集団遺伝学的研究

田中洋之,森本真弓,釜中慶朗,松林消明 (人煩進化モ

デル研究センター),川本咲江,川本芳
霊長類研究所のニホンザルおよびアカゲザル閉鋭集

団について,現時点での遺伝的多様性を明らかにする

目的で,15遺伝子座のマイクロサテライ トDNAの迫伝

子型判定をすすめた.遺伝的多様性の指標のひとつで

ある平均-テロ接合率を,庄武 ･山根 (2002)の調査結
果と比較したところ,当研究所のニホンザルおよびア

カゲザルは,ニホンザル野生群と同等の迫伝的多様性

を保持していることが明らかとなった.この分析結果

を国際シンポジウム "EvolutionandDiversityor

Macaques:ResearchProgressandProspects"にて発表し
た.

E)マダガスカル産霊長類の遺伝学的研究

田中洋之,田中美希子 (遺伝子情報),川本芳

宗近功氏 (進化生物学研究所)との共同利用研究で,

飼育下のクワキツネザル群を対象にマイクロサテライ
トDNAの分子標識の開発と父子判定を行った.近縁種

で報告されているマイクロサテライ ト15遺伝子座を分

析したところ,10遺伝子座で多型が見つかり,その結果,
5頭全ての子供の父親を特定できた.

べレンティー保護区のチャイロキツネザル種間雑種

集団の遺伝構造をマイクロサテライ トDNAにより分析

した.その結果を第23回日本霊長類学会大会で発表し

た.ベレンティー保護区に生息するワオキツネザル群

のマイクロサテライ ト迫伝子変異の分析を継続してい

る.市野進一郎氏 (京都大学理学研究科)との共同利用

で,6群を対象に,個体の遺伝的プロフィールを調べ,良
期観察の結果より血縁の分析を進めている.

F)家畜化現象と家畜系統史の研究
川本芳

8月にペルーを訪問し,先土器時代の遺構として新た

に発見されたシクラス追跡の状況を見学し,ラクダ科
動物の家畜化に関係しそうな獣骨の発掘状況を調査し
た.

11月にブータンを訪問し,ウシ科のミタンの迫伝子

特性,ミタンと在来牛の交雑調査の進め方につき共同

研究者と打合せを行い,現地での迫伝子分析の状況を

確認した.国内の研究会,談話会で南米におけるラクダ
科動物の研究成果を発表した.

G)霊長類の民族生物学研究
川本芳 l

トヨタ財団の援助を得て,厩猿 (うまやざる,まやざ
る)に関するアンケー ト調査,現地調査を行った.18県

1320地点につき,物的証拠 (①石塔,石碑,②神社,仏

守,③厩猿実体 (サルの頭蓋骨ないしは手),④祭事や行

辛,⑤講や法会),ならびに信仰や風習 (①蒼膳 (そうぜ

ん)秤,②馬樫 (ばれき)秤,③馬頭 (ばとう)観音,庚申
請,④厩猿信仰,⑤日吉信仰 ･山王信仰,⑥その他のウマ
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やサルの信仰 ･風習)の有無をアンケー トで質問し,結

果をホームページで公開した.厩猿の実体の残存状況

にはかなり地域差があり,信仰の消滅とともに急速に

実体も消失しつつあることが予想された.比較的実体

が放っている光北北部,紀伊半払 中国地方などに瓜点

を絞 り,現地調光で1;-f仰の突憶や厩狼の形状等の調光

を継続している.

lI)ハナバチの歴史生物地理学的研究

田中仲之

ボルネオおよびスラウェシ島に生息するミツバチ属

の系統,各種の缶内の迫伝的分化について,分子迫伝学

的突放を継続 し,これまで公表 した結果にデータを追

加 し,分析をすすめた.

<研究菜府>

原著論文
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ResearchesonNativeLivestock24:195-205.

2) 川本筑 川本咲江,川合静,白井啓,吉田淳久,萩原

光,白鳥大祐,直井洋司 (2007)房総半由に定弟し

たアカゲザル英田におけるニホンザルとの交雑進

行.缶長頬研究 23(2):81-89.

着否 (分担執畢)

1) 川本芳 (2007)迫伝子から見たニホンザルの地域分

化. ｢盃長頬iLi化の科学｣ (京都大学霊長類研究所

編) p.440-450)京都大学学術出版会.

2) 田中洋之 (2007)テナガザル亜種 ･種分化の分子系

統分析. r霊長頬進化の科学｣ (京都大学霊長類研

究所編)p.450-464京都大学学術出版会.

学会発表

1) KawamotoY,FeerozMM,HasanMK.(2008)
MitochondriaIDNAdiversityinrhesusmacaquesof
Bangladesh.IntemationalSymposium"Evolutionand
DiversityorMacaques:ResearchProgressand
Prospects''(2008/02,Inuyama).

2) KawamotoY.(2008)Geneticmonitoringforpreventing
hybridizationbetweennativeandexoticmacaque
speciesinJapan.IntemationalSymposium"Evolution
andDiversityorMacaques:ResearchProgressand
Prospects''(2008/02,Inuyama).

3) TanakaH.(2008)Geneticdiversityormacaquecolonies
atPrimateResearchInstitute,KyotoUniversityandthe
prospectsforlaboratoryuse.TntemationalSymposium
一一EvolutionandDiversityorMacaques:Research ●
PiogressandProspects一一(2008/02,Tnuyama).

4) 慣田穣,MalaivijitnondS,SonVD,PathournthongB,

VongsombathC,SamAM,MinNWW,SarkerMdSU,
FeerozMdM,栗田博之,大井徹,後藤俊二,寂光由

軌 泉山茂之,川本芳 (2007)マカクの多様性特に
イン ドシナ地域におけるアカゲザルとカニクイザ

ル.共同利用研究会 ｢アジア盟長概の生物多様性と

進化｣ (2007/03,lnuyama).

5) 坊田積,毛利俊雄,国松出:,茶谷照,大将秀行,後藤

俊二,和秀雄,白井啓,寂光由樹,川本ガ (2007)
和歌山県におけるタイワンザルとニホンザル交雑

に関する形態学的検討.耶23回日本滋長旅学会大

会 (2007/07,彦根).

6) 堺田積,sonvD,VuTH,HoandgLV,HungNV,The

NV,MalaivijitnondS,後藤俊二,川本芳 (2007)タ
イとベ トナムにおけるアカゲザルとカニクイザル

の交雑についての比較.日本輔乳頬学会 2007年度

大会 (2007/09,府中).

7) 川合静,川本芳 (2007)ニホンザルのミトコン ドリ

ア迫伝子全塩基配列の郎説と他のマカクの配列と

の比較.第 23回日本霊長柳学会大会 (2007/07,彦

根).

8) 川本芳,川本咲江,川合静,斉藤梓,堺田桶,毛利俊

雄,圃松豊,大洋秀行,後藤俊二,和秀雄,宗山泰

之,森光由樹,白井啓,鈴木和刀 (2007)和歌山県
におけるタイワンザルとニホンザルの交経に関す

る集団迫伝学的研究.節23回日本lB長野i学会大会

(2007/07,彦根).

9) 川本芳 (2007)サル地域個体群の保全 ･管理にむけ
た迫伝的モニタリング.日木棚乳類学会 2007年度

大会 公開シンポジウム ｢飼育･実験下での成果と

フィール ドワークをつなぐ噛乳類研究｣ (2007/09,

府中).

10)川本芳 (2007)遺伝子からみたアンデス高地のラク

ダ科動物の特徴と家畜化.第 47回民族自然誌研究

会 (2007/04,京都)/

ll)川本芳,川合静,賓藤梓,川本咲江 (2007)ニホン
ザル研究-のY染色体マイクロサテライ ト多型の

応用性.第 8回ニホンザル研究セミナー (2007/05,

犬山).
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12)宮部貴子,森本真弓,鈴木樹理,室山泰之,鈴村崇

文,冠地富士男,田中洋之,早川清治,演田穣

(2007)幸島のニホンザルにおける血清生化学検査.

第23回霊長類学会 (2007/07,彦根).

13)森光由樹,川本芳 (2007)保護管理にむけた神奈川
県のニホンザル地域個体群の遺伝的モニタリング

法の検討.第23回日本霊長類学会大会 (2007/07,
彦根).

14)千田寛子,東英夫,川本芳,玉手英利 (2007)山形
県及び周辺地域におけるニホンザル (Macaca

fuscata)の遺伝学的集団構造.日本晴乳類学会2007
年度大会 (2007/09,府中).

15)田中美希子,田中洋之,平井啓久 (2007)チャイロ
キツネザルの種間雑種集団の遺伝分析2.第23回

日本霊長類学会大会 (2007/07,彦根).

16)川本芳 (2008)アンデスのラクダ科動物に関する遺
伝学的研究.第 186回中部人類学談話会 ミニ ･シ

ンポジウム｢アンデスのラクダ科動物とその利用に

IXl]する学際的研究｣ (2008/03,名古屋).

系統発生分野

高井正成 (教授),西村剛 (准教授),荻野慎太郎 (教務補

佐員),ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,

伊藤毅 (大学院生)

<研究概要>

A)ユーラシア大陸における新第三紀のオナガザル上科

霊長類の進化に関する研究

高井正成,西村剛 ,荻野慎太郎,ThaungHtike,ZinMaung

MaungTbein,伊藤毅

ユーラシア大陸におけるオナガザル上科の進化プロ

セスを古生物学的観点から研究を継続している.特に,

中央ユーラシアで見つかっているParapresbytLrS(コロブ

ス亜科),ユーラシア大陸の広域で見つかっている大型

オナガザル亜科 (prognocephalusとparadolichopithecus),
東ユーラシアで見つかっているマカク類などに関して

古生物学的な解析を行い,それらの系統位置や古生物
地理などを明らかにした.

B)東アジアの古第三紀の化石霊長類の進化に関する研
究

高井正成,西村剛,ThaungHtike,ZinMaungMaungThe主n,
伊藤毅

ミャンマー連邦中央部のボンダウン地域に広がる中

期始新世未の地層を対象にして,霊長類化石の発掘を

目的とした調査をおこなっている.同地域から見つか

る化石霊長類は,原始的な曲鼻猿類と真猿類の中間的

な形態を示 し●,真猿類の起源地と起源時期に関する論

争に大きな貢献をした.

C)南米大陸における第三紀の化石霊長類の研究
高井正成

南米大陸各地の第三紀の地層から発見された化石広

鼻猿煩の形態学的および系統的な解析をおこなってい

る.特にコロンビア国南部のラベンタ地域から発見さ

れた中期中新世の複数の化石霊長類と,ボリビア国中

部のサジャ地域から発見された漸新世末期の化石盃長

類に関して研究を行った.

D)チンパンジーにおける喉頭嚢の発達変化に関する研
究

西村剛,三上章允 (行動発現分野),鈴木樹理 (入校進化

モデル研究センター),宮部貴子 (人類進化モデル研究

センター),松沢哲郎 (思考言語分野),友永雅己 (思考

言語分野),田中正之 (思考言語分野)
多くの霊長類では喉頭付近に開口する喉頭頚という

気嚢があるが,ヒト系統でなぜ消失している.その進化

や,ヒト系統での消失の進化的要因は,いまだによくわ

かっていない.チンパンジーの頚部を磁気共鳴画像法

(MRl)で撮像し,喉頭嚢の成長変化を分析し,喉頭袋の
進化的適応について重要な示唆を与えた.

E)ニホンザルにおける声道形状の発達変化に関する研
究

甲村剛,大石高生 (器官調節分野),鈴木樹理 (人類進化

モデル研究センター),宮部貴子 (人類進化モデノレ研究
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